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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年5月21日(2020.5.21)

【公開番号】特開2018-193509(P2018-193509A)
【公開日】平成30年12月6日(2018.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2018-047
【出願番号】特願2017-100133(P2017-100133)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  11/80     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  33/50     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   11/80     ＣＰＰ　
   Ｃ０１Ｇ   15/00     　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｌ   33/50     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月7日(2020.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｙ、Ｇｄ、Ｌａ、Ｌｕ、Ｓｃ及びＳｍからなる群より選択される少なくとも一種の希土
類元素Ｌｎと、Ａｌ及びＧａから選択される少なくとも一種の第１３族元素と、Ｔｂと、
Ｃｅと、Ｅｕとを含み、前記ＡｌとＧａの合計モル比５を基準としたときに、前記Ｌｎと
ＴｂとＣｅとＥｕの合計モル比が３であり、前記Ｔｂのモル比が３と変数ａの積であり、
前記Ｃｅのモル比が３と変数ｂの積であり、前記Ｅｕのモル比が３と変数ｃの積であり、
前記Ｇａのモル比が５と変数ｄの積であり、前記変数ａが０．２５以上１未満であり、前
記変数ｂが０．００８×１０－２以上１．５×１０－２以下であり、前記変数ｃが０．０
１２×１０－２以上２×１０－２以下であり、前記変数ｄが０以上０．８５以下である、
希土類アルミニウムガリウム酸塩の組成を有する蛍光体。
【請求項２】
　下記式（Ｉ）で表される組成を有する、請求項１に記載の蛍光体。
　（Ｌｎ１－ａ－ｂ－ｃＴｂａＣｅｂＥｕｃ）３（Ａｌ１－ｄＧａｄ）５Ｏ１２　（Ｉ）
（式（Ｉ）中、Ｌｎは、Ｙ、Ｇｄ、Ｌａ、Ｌｕ、Ｓｃ及びＳｍからなる群より選択される
少なくとも一種の希土類元素であり、変数ａ、ｂ、ｃ及びｄはそれぞれ、０．２５≦ａ＜
１、０．００８×１０－２≦ｂ≦１．５×１０－２、０．０１２×１０－２≦ｃ≦２×１
０－２、０≦ｄ≦０．８５を満たす数である。）
【請求項３】
　前記変数ａが０．３以上１未満であり、前記変数ｂが０．０１×１０－２以上０．９５
×１０－２以下であり、前記変数ｃが０．０１４×１０－２以上１．６×１０－２以下で
あり、前記変数ｄが０．１以上０．８以下である、請求項１又は２に記載の蛍光体。
【請求項４】
　前記変数ａが０．３５以上１未満であり、前記変数ｂが０．０１５×１０－２以上０．
７×１０－２以下であり、前記変数ｃが０．０２×１０－２以上１．２×１０－２以下で
あり、前記変数ｄが０．１５以上０．７５以下である、請求項１又は２に記載の蛍光体。
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【請求項５】
　前記希土類元素Ｌｎが、Ｙ、Ｇｄ、Ｌａ、Ｌｕ及びＳｃからなる群より選択される少な
くとも一種である、請求項１から４のいずれか1項に記載の蛍光体。
【請求項６】
　前記蛍光体の発光色の色度が、ＣＩＥ１９３１系の色度座標で、０．４２０≦ｘ≦０．
６００、０．３００≦ｙ≦０．５３０の範囲にある、請求項１から５のいずれか１項に記
載の蛍光体。
【請求項７】
　前記請求項１から６のいずれ１項に記載の蛍光体と、励起光源とを含む発光装置。
【請求項８】
　前記励起光源が３８０ｎｍ以上４８５ｎｍ以下の範囲に発光ピーク波長を有する、請求
項７に記載の発光装置。
【請求項９】
　Ｙ、Ｇｄ、Ｌａ、Ｌｕ、Ｓｃ及びＳｍからなる群より選択される少なくとも一種の希土
類元素Ｌｎを含む化合物と、Ａｌ及びＧａから選択される少なくとも一種の第１３族元素
を含む化合物と、Ｔｂを含む化合物と、Ｃｅを含む化合物と、Ｅｕを含む化合物とを準備
することと、
　前記ＡｌとＧａの合計モル組成比５を基準としたときに、前記ＬｎとＴｂとＣｅと、Ｅ
ｕの合計のモル比が３であり、Ｔｂのモル比が３と変数ａの積であり、Ｃｅのモル比が３
と変数ｂの積であり、Ｅｕのモル比が３と変数ｃの積であり、Ｇａのモル比が５と変数ｄ
の積であり、変数ａが０．２５以上１未満の範囲内であり、変数ｂが０．００８×１０－

２以上１．５×１０－２以下の範囲内であり、変数ｃが０．０１２×１０－２以上２×１
０－２以下の範囲内であり、変数ｄが０以上０．８５以下の範囲内となるように調整した
、原料混合物を得ることと、
　前記原料混合物を熱処理して、希土類アルミニウムガリウム酸塩の組成を有する蛍光体
を得ること、を含む、蛍光体の製造方法。
【請求項１０】
　前記変数ａが、０．２５以上０．９９９８以下の範囲内となるように、Ｔｂを含む化合
物を混合し、前記原料混合物を得ることを含む、請求項９に記載の蛍光体の製造方法。
【請求項１１】
　前記原料混合物が、フッ化バリウムおよびフッ化カルシウムから選択される少なくとも
一種のハロゲン化物を含む、請求項９に記載の蛍光体の製造方法。
【請求項１２】
　前記ハロゲン化物の含有量が前記原料混合物１００質量％を基準として、０．１質量％
以上２０質量％以下の範囲内である、請求項１１に記載の蛍光体の製造方法。
【請求項１３】
　前記Ｙ、Ｇｄ、Ｌａ、Ｌｕ、Ｓｃ及びＳｍからなる群より選択される少なくとも一種の
希土類元素Ｌｎを含む化合物、前記Ａｌ及びＧａから選択される少なくとも一種の第１３
族元素を含む化合物、前記Ｔｂを含む化合物、前記Ｃｅを含む化合物、及び前記Ｅｕを含
む化合物が、それぞれ酸化物である、請求項９から１２のいずれか１項に記載の蛍光体の
製造方法。
【請求項１４】
　前記熱処理する温度が、８００℃以上１８００℃以下の範囲内である、請求項９から１
３のいずれか１項に記載の蛍光体の製造方法。
【請求項１５】
　前記熱処理する雰囲気が、水素を含む還元性雰囲気である、請求項９から１４のいずれ
か1項に記載の蛍光体の製造方法。
【請求項１６】
　前記熱処理後の蛍光体を水性媒体中に分散させる、請求項９から１５のいずれか１項に
記載の蛍光体の製造方法。
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